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新
春
恒
例
の
昭
和
町
消
防
出
初
式
が
１
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
よ
り
町
総
合
会
館
駐
車
場

に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
、
全
国
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
た
小
型
ポ
ン
プ
操
法
、

及
び
昨
年
配
備
し
た
消
防
ポ
ン
プ
車
の
高
圧
噴
霧
装
置
（
フ
ォ
グ
テ
ッ
ク
）
に
よ
る
実
演
、
本

部
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
水
出
し
訓
練
が
行
わ
れ
、
来
賓
や
関
係
者
の
み
な
さ
ん
は
消
防
団
員
の
力

強
く
機
敏
な
動
き
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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町
で
は
、
町
職
員
の
給
料
な
ど
の
実
態
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
職
員
給
与
な
ど
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

　

町
職
員
の
給
与
は
、
職
務
と
責
任
に
応
ず
る
こ
と
・
国
、
県
、
他
市
町
村
の
職
員

な
ど
の
給
与
と
つ
り
あ
い
が
と
れ
て
い
る
こ
と
・
職
員
の
生
計
費
の
こ
と
を
考
慮
す

る
こ
と
な
ど
、「
地
方
公
務
員
法
」
の
原
則
を
も
と
に
決
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
町
職

員
の
給
与
は
、
町
議
会
の
審
議
を
経
て
、
町
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（平成 13年度一般会計決算額）

（平成 13年度一般会計決算額）

（平成14年 4月 1日現在） （平成14年 4月 1日現在）

＊人件費には、特別職に支給される給料・報酬なども含まれています。

＊職員手当には、退職手当は含まれません。

（平成 14年 4月 1日現在　一般行政職：対象 81人）

（地方公共団体定員管理調査による）

（平成14年 4月 1日現在）
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農
地
を
住
宅
や
倉
庫
、
駐
車
場

や
資
材
置
き
場
な
ど
農
業
以
外
の

目
的
に
転
換
す
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
農
地
を
一
時
的
に
資
材
置
き

場
な
ど
に
す
る
場
合
も
転
用
許
可

（
届
出
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

農
地
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
存

に
欠
か
せ
な
い
食
料
の
安
定
供
給

の
た
め
の
生
活
基
盤
で
す
。
特
に
、

耕
地
面
積
が
狭
く
、
人
口
が
多
い

日
本
は
食
料
自
給
率
も
低
く
、
農

地
を
大
切
に
守
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
農
地
の

転
用
に
は
農
地
法
で
一
定
の
規
制

が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
農
地
が
転
用
許
可
（
届

出
）
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
地
目
が

「
田
」・「
畑
」
で
あ
れ
ば
、
耕
作
さ

れ
て
い
な
く
て
も
農
地
と
し
て
活

用
で
き
る
状
態
で
あ
れ
ば
、
農
地

と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

　

農
地
は
、
都
市
計
画
法
と
農
業

振
興
地
域
整
備
法
に
よ
り
次
の
よ

う
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

市
街
化
区
域
内
に
お
い
て
、
農

地
転
用
す
る
場
合
は
、
転
用
目
的

を
記
し
た
届
出
書
を
町
農
業
委
員

会
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
提
出
の
あ
っ
た
書
類
は
、
内

容
を
確
認
の
う
え
、
地
元
農
業
委

員
に
調
査
依
頼
し
、
地
元
農
業
委

員
の
意
見
を
聴
取
し
て
、
内
容
に

問
題
が
な
け
れ
ば
受
理
通
知
書
を

交
付
し
ま
す
。
こ
の
通
知
書
に
よ
っ

て
初
め
て
工
事
に
着
手
で
き
ま
す
。

　

届
出
を
行
わ
な
い
で
転
用
し
た

行
為
は
無
断
転
用
と
な
り
、
農
地

等
の
権
利
取
得
の
効
力
が
生
じ
な

い
だ
け
で
な
く
、
農
地
法
の
罰
則

の
適
用
が
あ
り
ま
す
。

　

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
い
て
、

農
地
転
用
す
る
場
合
は
、
県
知
事

の
認
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

認
可
申
請
書
を
町
農
業
委
員
会
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ

た
申
請
書
は
農
業
委
員
会
で
審
議

さ
れ
、
農
業
委
員
会
の
意
見
を
附

し
て
県
知
事
に
進
達
し
ま
す
。
県

に
お
い
て
も
審
議
さ
れ
、
問
題
の

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
農
地
転
用

許
可
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
造
成

工
事
に
つ
い
て
は
、
認
可
後
に
着

手
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
地
の
売
買
・
貸
借
・
転
用
を

行
う
場
合
は
、
事
前
に
農
業
委
員
、

ま
た
は
役
場
産
業
課
内
農
業
委
員

会
事
務
局
（
☎
２
７
５―

２
１
１
１

内
線
２
４
３
・
２
４
４
）
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

☎☎
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暮 らしのなかの
ワンポイント

　

最
近
で
は
、
住
民
健
診
や
職
場
健
診

が
盛
ん
な
の
で
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
や
高

脂
血
症
・
高
尿
酸
血
症
を
指
摘
さ
れ
る
人

が
か
な
り
い
る
と
思
い
ま
す
。
結
果
説
明

で
医
師
に
言
わ
れ
る
こ
と
は
「
太
っ
て
ま

す
ね
ー
、
体
重
が
減
る
よ
う
に
食
事
に
気

を
つ
け
て
運
動
を
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て

下
さ
い
」
だ
と
思
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の

人
は
、
そ
の
ま
ま
何
も
せ
ず
（
で
き
ず
）、

次
の
健
診
の
日
を
迎
え
、
ま
た
同
じ
こ

と
を
言
わ
れ
ま
す
。
二
十
歳
の
こ
ろ
の

体
重
に
比
べ
て
七
〜
八
キ
ロ
以
上
増
え
た

人
は
、
前
に
述
べ
た
生
活
習
慣
病
に
か
か

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
単
な
る
太
っ

ち
ょ
や
ぽ
っ
ち
ゃ
り
は
御
愛
嬌
で
す
が
、

肥
満
症
は
病
気
で
す
。
治
療
が
必
要
な
の

で
す
。
特
に
、
男
性
で
ウ
ェ
ス
ト
が
八
五

セ
ン
チ
以
上
あ
る
人
、
女
性
で
九
〇
セ
ン

チ
以
上
あ
る
人
は
内
臓
脂
肪
の
溜
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
多
く
要
注
意
で
す
。

　

さ
て
、
食
事
療
法
や
運
動
療
法
は
基

本
的
で
立
派
な
治
療
法
な
の
で
す
。
こ

れ
が
実
に
難
し
い
！
な
ぜ
な
ら
、
行
う
の

は
自
分
自
身
だ
か
ら
で
す
。
こ
ん
な
と
き

に
、
立
派
な
言
い
訳
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。「
自
分
は
水
を
飲
ん
で
も
太
る
」「
他

人
よ
り
太
り
や
す
い
体
質
だ
」
こ
こ
で
、

巷
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
に
走
っ
て
は
ダ
メ

で
す
！
ふ
と
こ
ろ
が
減
る
だ
け
で
体
重
は

あ
っ
と
い
う
間
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

人
は
こ
れ
を
リ
バ
ウ
ン
ド
と
言
い
ま
す
。

な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
？
そ
れ
は
、
普
通
の

体
重
の
人
や
生
活
習
慣
病
の
な
い
人
と
比

べ
る
と
食
事
と
生
活
に
関
し
て
『
く
せ
』

と
『
ず
れ
』
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
ら

を
元
に
戻
さ
な
い
限
り
、
あ
る
い
は
我
慢

し
て
い
る
限
り
体
重
は
減
り
ま
せ
ん
。

　
『
く
せ
』と
は
、た
と
え
ば「
早
食
い
」「
朝

食
抜
き
」「
イ
ラ
イ
ラ
食
い
」「
も
っ
た
い

な
い
か
ら
ち
ょ
っ
と
余
っ
た
分
を
食
べ
、

か
た
づ
け
る
」「
孫
と
一
緒
に
つ
い
お
や

つ
」
な
ど
で
す
。『
ず
れ
』
は
「
あ
ん
ま

り
食
べ
て
な
い
」「
少
し
し
か
食
べ
て
な

い
」
が
実
は
た
く
さ
ん
だ
っ
た
り
、「
御

飯
は
一
杯
だ
け
」
と
言
い
つ
つ
お
か
ず
は

二
〜
三
杯
、
果
物
を
三
〜
四
個
食
べ
て
い

た
り
、
近
所
の
人
と
す
る
お
茶
の
時
間
に

食
べ
る
も
の
を
勘
定
に
入
れ
て
な
か
っ
た

り
し
ま
す
。「
し
っ
か
り
食
べ
な
い
と
働

け
な
い
」
の
し
っ
か
り
が
太
る
ほ
ど
多
す

ぎ
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
ど
う
し
た
ら
良
い
の
で

し
ょ
う
。
（1）
盛
り
付
け
を
す
る
。
旅
館
に

泊
ま
っ
た
時
の
よ
う
に
主
菜
副
菜
を
す
べ

て
小
鉢
に
盛
っ
て
下
さ
い
（
お
母
さ
ん
、

洗
う
お
皿
が
増
え
て
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
！
）。

自
分
が
ど
れ
だ
け
食
べ
た
か
を
ま
ず
認
識

す
る
こ
と
で
す
。
お
腹
が
一
杯
に
な
っ
た

と
思
っ
た
ら
残
し
て
次
の
食
事
の
時
に
食

べ
て
下
さ
い
。
大
皿
か
ら
好
き
な
だ
け
食

べ
る
の
が
ア
ブ
ナ
イ
！
冬
場
の
鍋
物
も
危

★『汝、食い改めよ！・・・
　　ウェストが気になる人に』

険
！
肉
魚
は
最
初
に
盛
り
付
け
て
下
さ

い
。
（2）
箸
を
お
い
て
食
べ
る
。
口
に
食
べ

物
が
入
っ
て
い
る
間
は
箸
を
休
め
ま
し
ょ

う
。早
食
い
を
直
す
最
も
良
い
方
法
で
す
。

満
腹
感
を
感
ず
る
に
は
よ
く
噛
む
こ
と
で

す
。
一
口
は
テ
ィ
ー
ス
プ
ー
ン
の
サ
イ
ズ

だ
け
入
れ
て
下
さ
い
。ほ
と
ん
ど
の
人
は
、

食
べ
ず
に
飲
み
込
ん
で
（
飲
み
食
い
）
い

ま
す
。
お
腹
が
一
杯
に
感
ず
る
頃
に
は
、

実
に
大
量
の
食
べ
物
が
胃
袋
に
入
っ
て
い

ま
す
。
（3）
毎
食
、
野
菜
を
二
品
（
サ
ラ
ダ

と
温
野
菜
で
計
百
グ
ラ
ム
、
温
野
菜
と
は

味
噌
汁
の
具
に
な
る
野
菜
）
食
べ
て
下
さ

い
。
野
菜
の
付
け
合
せ
に
百
グ
ラ
ム
以
下

の
肉
や
魚
、
と
う
ふ
や
納
豆
の
い
ず
れ
か

が
あ
る
と
思
っ
て
下
さ
い
。
味
付
け
は
美

味
し
く
ね
。

　

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
（1）
懐
石
料
理
を
食

べ
て
い
る
つ
も
り
に
な
っ
て
、
食
べ
物

を
よ
く
味
わ
い
大
事
に
食
べ
る
こ
と
で
す

（
決
し
て
飲
み
食
い
し
な
い
よ
う
に
）。
食

べ
る
量
を
減
ら
さ
な
き
ゃ
と
思
っ
て
い
る

う
ち
は
ダ
メ
で
す
！
我
慢
は
長
続
き
し
ま

せ
ん
。
少
し
ず
つ
食
べ
て
い
る
と
必
ず
満

足
で
き
ま
す
。
御
飯
も
甘
味
が
で
る
ま
で

噛
ん
で
下
さ
い
。
（2）
週
四
回
軽
く
息
が
あ

が
る
程
度
の
運
動
（
腕
を
ふ
っ
て
大
股
歩

き
で
二
十
分
間
の
散
歩
な
ど
）。
だ
ら
だ

ら
一
時
間
も
歩
い
て
は
効
果
な
し
！
（3）
一

年
間
に
体
重
一
〜
二
キ
ロ
減
れ
ば
合
格
。

急
に
は
体
重
は
減
り
ま
せ
ん
。
汝
食
い
改

め
て
、
無
理
の
な
い
食
生
活
を
習
慣
に
し

て
下
さ
い
。

　
　
　
　

企
画　

財
団
法
人　

里
仁
会
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12
月
議
会
で
承
認
さ
れ
、
１
月

１
日
付
け
で
公
平
委
員
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

公
平
委
員
は
職
員
の
不
利
益
処

分
に
つ
い
て
の
不
服
申
し
立
て
に

対
す
る
採
決
な
ど
を
行
い
ま
す
。

清水新居 582-1
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町内に住む身体に障害をお持ちの人
　 　　（脳血管疾患後遺症・整形外科疾患）

実施日 該当児 受付時間

平成 13年 6月～平成 13年 7月生まれのお
　 　　子さん及び前回未受診のお子さん

母子手帳・1歳 6か月児健診質問票

　

※母子手帳の交付を希望される人は、印鑑をお持ちください。

※一般健康相談は 40歳以上の人を対象に血圧測定、尿検査、
　栄養相談などを行います。
※子宮がん検診受診希望者は印鑑をお持ちください。

平成 14年 11月生まれのお子さん
母子手帳・筆記用具・バスタオル

＊予防接種及び神経芽細胞腫検査の説明と予診票の配布。

☎

母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具
　 　　バスタオル

平成 9年 11月～平成 10年 1月生まれのお
　 　　子さん及び前回未受診のお子さん

母子手帳・5歳児健康質問票・尿検査セット

　

母子手帳・予診票

　

※町では現在 10か月児健診の時に、予診票・無料接種券等
　をお渡ししています。
　対象年齢内で接種が済んでいないお子さんは、一般健康相
　談（上段参照）で予診票・無料接種券等をお渡ししていま
　すのでご利用ください。
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読み聞かせとお
話の会（図書館
午後 2時～）

昭和町長・山梨
県知事同時選挙

町長と語らいのとき
（午後1時30分～）
心配ごと相談 定例結婚相談

（午後1時30分～）

心配ごと相談

行政相談
心配ごと相談
じどうかん
みんなであそぼう
（午前10時30分～）

読み聞かせとお
話の会（図書館
午前 11時～）
ボカシつくり会
（午後 1時～）

定例結婚相談
（午後1時30分～）
アニメ映画会
（図書館午後2時～）

心配ごと相談

月のこよみ

☎
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　2月 5日（水）
　町長室
　午後 1:30 ～ 4:00

※あらかじめ まで
　ご連絡ください。
　 ☎

　5日・12日・19日・26日
　　　  の毎週水曜日
　社会福祉協議会
　午後 1:30 ～ 4:00

※あらかじめ
　までご連絡ください。
　 ☎

　2月 19日（水）
　中央公民館２階
　午後 1:00 ～ 3:00

※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは

まで
　 ☎

　随時
　　　（金・土・日曜日は除く）
　中央公民館２階
　午前 9:00 ～午後 4:00

※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは、

まで
　 ☎

　月～金曜日と
　　　第 2・第 4土曜日
　社会福祉協議会
　月～金曜日は

　　　午前 8:30 ～午後 5:00
　　　第 2・第 4土曜日は
　　　午後 1:00 ～ 4:00

※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは、

まで
　 ☎

　2月 20日（木）
　総合会館裏
　午後 1:00 ～

☎
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☎

☎
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

句
俳

　童門　冬二　　　　　　　　　　集英社

　奥薗　寿子　　　　　　　　　ぶんか社

　　　　　　　　　　　　　　新星出版社

　中谷　真弓　　　　　　　ブティック社

　横山　真佐子ほか編　　　　　　平凡社

【児童図書】

　松井　進　　　　　　　　　ポトス出版

　中村　陽吉　　　　　　　　　　講談社

　笠原　秀　　　　　　　　　　　集英社

　町田　槌男　　　　　　　　　黎明書房

　柴田　愛子　　　　　　　　　ポプラ社

☎

☎

☎
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　2月 10日（月）・11日（火）
　若草町十日市場
　出会いと交流のまち・若草の、個

　　　　性と伝統を育んできた「十日市」。
　　　　甲府盆地に春を呼ぶ祭りの風情は
　　　　今日も変わることなく、毎年近郊
　　　　から、数十万人の人々が若草に集
　　　　います。

　若草町役場企画課企画係
　　　　（☎ 055-282-3100）

開催日 　　   イ　ベ　ン　ト　名 　 開催地

3日（月）
身延山節分会

（身延山久遠寺　05566-2-1011）
身 延 町

8日（土）
二之宮美和神社湯立て祭

（御坂町役場産業振興課　055-262-2271）
御 坂 町

8日（土）
9日（日）

清里ピュアワールド 2003

（高根町役場産業観光課　0551-47-3111）
高 根 町

8日（土）
9日（日）

野鳥の森公園樹氷まつり

（足和田村役場観光振興課　0555-82-2311）
足 和 田 村

13日（木）
14日（金）

十郎細野厄除け地蔵尊祭典

（御坂町役場産業振興課　055-262-2271）
御 坂 町

2003　富士山の日

（河口湖町役場観光課　0555-72-3168）
河 口 湖 町

　2月 21日（金）
　大蔵経寺山
　石和町松本にある山神宮、「お天狗

　　　　さん」と呼ばれて、その祭りは早
　　　　春の峡東地域の代表的な祭りです。
　　　　前宮の周辺は国道 140 号からぎっ
　　　　しり露店が並び、2月 21日の午前
　　　　零時から 24時間の祭りがはじまり
　　　　ます。

　石和町役場企画課公聴広報課
　　　　（☎ 055-262-4111）

15日（土）

～

23日（日）
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「福祉の増進に役立ててください。」と

あたたかい善意が寄せられました。

心より感謝いたします。

　

さ
る
10
月
10
日
に
都
留
市
の
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
山
梨
県
老
人
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
一
瀬
金
造
氏
が

長
年
に
わ
た
っ
て
の
老
人
の
福
祉
向
上
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　3月 4日（火）

　町総合体育館アリーナ

　老人クラブ会員、及び60歳以上の町民

　昭和町社会福祉協議会（☎275-0640）
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昨
年
の
十
二
月
に
押
原
小
学
校
建
設

工
事
の
着
工
を
施
設
概
要
と
と
も
に
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
。
起
工
式
が
挙

行
さ
れ
、
既
に
仮
囲
い
、
現
場
事
務
所

の
建
築
が
完
了
し
、
い
よ
い
よ
本
格
的

な
工
事
着
手
と
な
り
ま
し
た
。
広
報
の

編
集
や
印
刷
等
の
関
係
上
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
今
回
か
ら

工
事
の
進
捗
状
況
に
工
法
な
ど
の
解
説

を
交
え
随
時
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
最
初
に
、配
管
等
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
貫
通
す
る
位
置
の
取
り
合
わ
せ
が

非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
基
礎

工
事
に
入
る
前
に
実
際
の
工
事
施
工
に

お
け
る
施
工
図
（
設
計
よ
り
詳
細
な
部

分
を
把
握
す
る
た
め
の
図
面
）
を
作
成

し
て
設
計
ど
お
り
施
工
で
き
る
か
の
確

認
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
基
礎
工
事
に
入
っ
て
お
り
、
従

来
の
基
礎
杭
を
杭
打
ち
機
で
打
ち
込
む

工
法
は
、
騒
音
、
振
動
等
に
よ
る
公
害

が
あ
り
ま
し
た
が
、
地
盤
が
比
較
的
良

質
な
の
で
支
持
地
盤
を
安
定
さ
せ
る

『
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
コ
ラ
ム
工
法
』
と

い
う
地
盤
改
良
を
杭
打
ち
機
に
似
た
高

い
筒
状
の
建
設
機
械
を
現
場
で
組
み
立

て
、
建
物
基
礎
か
ら
深
さ
三
メ
ー
ト
ル

付
近
ま
で
円
柱
状
に
セ
メ
ン
ト
で
固
め

地
盤
を
安
定
さ
せ
る
工
法
を
採
用
し
ま

し
た
。
こ
の
工
法
は
公
害
の
心
配
が
ほ

と
ん
ど
な
く
計
画
的
に
施
工
で
き
ま
す
。

　

次
に
主
要
な
配
線
や
配
管
を
『
ピ
ッ

ト
』
と
呼
ば
れ
る
共
同
溝
を
一
階
床
下

に
め
ぐ
ら
し
、
さ
ら
に
二
階
三
階
へ
上

が
る
『
パ
イ
プ
ス
ペ
ー
ス
』
と
呼
ば
れ

る
筒
状
の
も
の
を
構
造
体
ご
と
の
棟
に

立
ち
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
生
コ
ン
車
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク

等
の
車
両
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
央
道

側
道
か
ら
押
越
字
冷
間
窪
の
道
路
か
ら

資
材
等
を
搬
入
し
、
交
通
整
理
員
も
配

備
し
な
が
ら
道
路
交
通
に
支
障
な
き
よ

う
配
慮
い
た
し
ま
す
。

　

去
る
十
一
月
十
八
日
甲
府
昭
和

高
校
体
育
館
に
て
「
人
間
と
し
て
の

行
き
方
・
在
り
方
」
に
つ
い
て
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
横
浜

市
立
戸
塚
高
校
定
時
制
で
教
壇
に

立
つ
水
谷
修
先
生
で
す
。
先
生
は
、

近
年
青
少
年
の
間
に
広
ま
る
薬
物

汚
染
に
つ
い
て
、
講
演
や
著
作
を

と
お
し
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
定
時
制
の
授
業
を
終
え
て
夜

の
街
に
出
か
け
若
者
た
ち
に
帰
宅

す
る
よ
う
な
声
掛
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
先
生
は
、
今
年
第
十
七
回
東

京
弁
護
士
会
人
権
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

講
演
は
、
先
生
が
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
活
動
を
は
じ
め
た
の
か
、
関
わ
っ

た
青
少
年
の
成
育
歴
か
ら
そ
の
後

に
つ
い
て
時
に
は
ユ
ー
モ
ア
が
入

る
の
で
す
が
、
話
の
内
容
が
生
徒

た
ち
に
は
衝
撃
的
な
も
の
で
し
た
。

「
愛
の
力
で
は
薬
物
依
存
の
子
ど
も

は
救
え
な
い
」
先
生
の
こ
の
言
葉
は

心
に
残
り
ま
し
た
。
今
後
薬
物
汚
染

は
、
確
実
に
広
ま
り
現
在
の
高
校
生

の
半
分
は
薬
物
を
何
ら
か
の
形
で

誘
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
誘
い
を
上
手

に
断
る
方
法
を
最
後
に
講
演
が
終

了
し
ま
し
た
。
講
演
を
終
え
る
と
、

先
生
は
す
ぐ
に
横
浜
に
帰
っ
て
行

き
ま
し
た
。
こ
の
講
演
の
報
告
を
生

徒
の
感
想
を
も
っ
て
終
わ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
水
谷
先
生
の
話
す
一
言
一
言
に
力

が
こ
も
っ
て
い
て
、
真
剣
に
「
い
の

ち
」
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
有
意

義
な
時
間
で
き
ま
し
た
。
水
谷
先
生

は
先
生
の
関
わ
っ
て
い
る
私
と
も

同
じ
年
齢
く
ら
い
の
人
た
ち
の
こ

と
に
つ
い
て
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、

や
は
り
自
分
は
恵
ま
れ
た
環
境
の

中
で
生
き
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
痛

感
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
も
う
危

険
な
も
の
、
薬
物
な
ど
が
す
ぐ
近

く
ま
で
来
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
う

い
っ
た
も
の
か
ら
自
分
の
身
を
守

れ
る
か
ど
う
か
、
ま
わ
り
の
環
境
と

か
法
律
と
か
が
守
っ
て
く
れ
て
い

る
部
分
も
あ
る
け
ど
最
後
の
最
後

は
自
分
自
身
の
力
だ
と
思
い
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
自
分
の
事
は
自
分
で
決

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
思

い
ま
す
。
水
谷
先
生
は
先
生
と
私
た

ち
は
住
ん
で
い
る
世
界
が
違
う
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
確
か
に

違
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
誰

で
あ
っ
て
も
、
ど
ん
な
生
活
を
し
て

い
て
も
「
い
の
ち
」
の
大
切
さ
に
差

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
持
っ
て
い

る
こ
の
「
い
の
ち
」
を
大
切
に
し
て

い
こ
う
と
強
く
強
く
思
い
ま
し
た
。
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共
働
き
世
帯
の
増
加
や
塾
通
い
な
ど

で
、
子
ど
も
の
食
事
が
不
規
則
に
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
朝
食
抜
き
で
学
校
へ

行
く
子
ど
も
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
、
今
「
食
」
を
考
え
る
う
え
で
、
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

朝
食
を
と
ら
ず
に
学

校
へ
行
く
子
ど
も
と
、

し
っ
か
り
朝
食
を
と
っ

て
学
校
へ
行
く
子
ど
も

を
比
較
す
る
と
、
朝
食

を
と
ら
な
い
子
ど
も
に

つ
い
て
、
集
中
力
が
欠

け
る
傾
向
が
み
ら
れ
た

り
、
栄
養
の
か
た
よ
り

が
、「
キ
レ
る
」「
い
ら

い
ら
す
る
」
と
い
う
精

神
不
安
を
招
く
一
因
で

あ
る
と
指
摘
す
る
専
門

家
も
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
で
と
る
栄

養
は
、
一
日
に
必
要
な

摂
取
量
の
三
分
の
一
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
週
二
日
は
休
日
と
い
う
現
実

に
、
た
と
え
一
日
一
回
で
も
子
ど
も
た

ち
の
「
食
」
を
預
か
る
立
場
と
し
て
、

無
関
心
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

食
糧
庁
、
全
国
農
業
共
同
連
合
会
と

い
う
と
こ
ろ
で
つ
く
る
「
朝
ご
は
ん
実

行
委
員
会
」
が
、
中
学
三
年
生
を
対
象

に
実
行
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
朝
食

を
食
べ
て
い
る
子
ど
も
ほ
ど
学
習
意
欲

が
高
く
体
調
も
よ
い
と
の
調
査
結
果
が

で
た
そ
う
で
す
。

　

受
験
シ
ー
ズ
ン
真
っ
た
だ
中
。
朝
ご

は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

眠
気
を
さ
ま

し
ま
す
。
朝
食
を
食
べ

る
と
、
ま
だ
半
分
眠
っ

て
い
る
脳
を
目
ざ
め
さ

せ
る
の
に
役
立
ち
ま

す
。

　

元
気
が
で
ま

す
。
一
日
の
活
動
の
前

に
食
べ
る
朝
ご
は
ん
は

昼
ま
で
の
力
の
も
と
に

な
り
ま 

す
。

　

胃
を
守
り
ま

す
。
朝
ご
は
ん
を
ぬ
く

と
、
前
日
の
夕
ご
は
ん

か
ら
昼
ま
で
の
十
時
間

以
上
胃
の
中
は
か
ら
っ

ぽ
で
す
。
胃
が
か
ら
っ
ぽ
に
な
る
と
、

イ
ラ
イ
ラ
し
て
胃
酸
と
い
う
液
が
多
く

な
り
、
胃
に
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
青
少
年
を
育
む
日
」
の
作
品
展
で

西
条
小
四
年
生
、
中
村
航
大
君
が
標
語

の
部
で
県
民
会
議
会
長
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

町
内
の
応
募
総
数
は
、
作
文
・
標

語
・
ポ
ス
タ
ー
合
わ
せ
て
三
六
二
点
で

し
た
。

　

入
賞
の
標
語
の
よ
う
な
家
族
が
益
々

多
く
な
り
、
家
族
の
絆
が
よ
り
確
か
な

も
の
と
な
り
、
町
内
の
青
少
年
が
暖
か

く
思
い
や
り
の
あ
る
家
庭
の
中
で
健
や

か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
の
十
二
月
十
七
日
、
冬
休
み
を

前
に
、
冬
季
生
活
指
導
推
進
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
会
場
で
町
内
四

校
の
代
表
者

　

押
原
小　

六
年　

今
村
竜
也
君

　

西
条
小　

五
年　

笹
本
理
乃
さ
ん

　

常
永
小　

六
年　

野
中
紫
帆
さ
ん

　

押
原
中　

一
年　

中
込
元
気
君

以
上
の
四
名
が
朗
読
を
発
表
し
、
会

場
の
方
々
に
大
き
な
感
動
を
与
え
ま
し

た
。

　

発
表
終
了
後
、
佐
野
会
長
よ
り
お
ほ

め
の
言
葉
と
ご
ほ
う
び
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

優
秀
作
品
は
、「
家
庭
の
日
」
の
作

文
と
し
て
冊
子
に
し
、
町
内
全
世
帯
に

配
布
し
ま
し
た
。
ど
の
作
文
も
み
な
す

ば
ら
し
い
内
容
で
、
選
考
に
大
変
苦
労

し
ま
し
た
。

　

来
年
も
多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
度
上
半
期
の
各
地
区
育

成
活
動
の
状
況
報
告
を
い
た
だ
き
、
冊

子
に
し
ま
し
た
。
他
地
区
の
活
動
の
様

子
を
知
る
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
活
動

を
よ
り
豊
か
に
す
る
こ
と
に
連
な
る
も

の
と
考
え
、
各
地
区
に
十
五
部
ず
つ
配

布
し
ま
し
た
。

　

報
告
書
を
ま
と
め
る
段
階
で
感
じ
た

こ
と
を
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

①
各
地
区
と
も
特
色
あ
る
活
動
を
展
開

　

し
て
い
る
。

②
各
地
区
と
も
推
進
員
と
育
成
会
長
を

　

中
心
に
組
織
的
に
活
動
し
て
い
る
。

③
一
地
区
の
活
動
か
ら
他
の
地
区
へ
と

　

広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

④
何
年
も
活
動
を
続
け
、
伝
統
と
な
っ

　

て
い
る
活
動
が
あ
る
。

⑤
環
境
問
題
に
か
か
わ
る
活
動
が
七
地

　

区
あ
り
、
環
境
問
題
に
寄
せ
る
関
心

　

の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

⑥
都
市
化
の
進
展
の
違
い
か
ら
、
パ
ト

　

ロ
ー
ル
な
ど
は
、
地
区
に
よ
り
特
色

　

が
あ
る
。

　

以
上
で
す
が
、
学
校
週
五
日
制
を
意

識
し
た
活
動
や
地
域
の
子
ど
も
は
地
域

で
守
り
育
て
よ
う
と
す
る
意
気
込
み
と

育
成
関
係
者
の
ご
苦
労
の
あ
と
が
う
か

が
え
ま
し
た
。
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。

21 広報　しょうわ　平成



　国保被保険者　　加入世帯　2,732 世帯　　　被保険者　5,765 人　　　　平成 14年 12月末現在
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INFORMATION CORNER

お

く

や

み

  

地    

区     　

 

氏        

名     　
（
届
出
人
）

西
条
一
区　

依
田　

駒
夫　
　
（
登
子
）

西
条
一
区　

堀
之
内
お
ま
つ　
（
俊
郎
）

西
条
二
区　

内
藤　

　

強　
　
（
昌
起
）

河
東
中
島　

志
村　

治
久　
　
（
久
美
江
）

築
地
新
居　

中
島　

よ
ね
子　
（
敏
彦
）

　押原・西条・常永の町内三児童館にある留守家庭児童学級
の入級者を募集しています。留守家庭児童学級は、就労や疾
病のため保護者が留守をしているご家庭の児童を対象に開設
されている学級です。
　

　①小学 1～ 3年生　②両親就労（共働き）家庭
　③母子・父子家庭　④昼間保護者のいない家庭

　1児童館につき 50人
月～金曜日
　午後 1時～ 5時
　無料
　新 1年生は 2月 20日（木）

　　　　新 2・3年生は 3月 7日（金）

押原児童館（☎ 275-6462）　西条児童館（☎ 275-9616）
　常永児童館（☎ 275-0358）

お

め

で

と

う

  

地    

区      　

氏        

名     （
保
護
者
）

西
条
一
区　

清
水　

日ひ

な向　
（
靖
人
）

清
水
新
居　
　

澤　

輝き
さ
き咲　

（
達
也
）

西
条
新
田　

田
辺　

陸り
く
や也　
（
勝
）

紙
漉
阿
原　

望
月　

郁い
ぶ
き吹　
（
幸
一
）

紙
漉
阿
原　
　

鹿　

愛あ

み海　
（
史
典
）

築
地
新
居　

藤
田　

美み
れ
い玲　
（
剛
志
）

築
地
新
居　

後
藤　

貫か
ん
た汰　

（
和
克
）

河

西　

樋
口　

祥し
ょ
う
や哉　
（
康
仁
）

上
河
東
二
区　

余
郷　

優ゆ

い衣　
（
雅
巳
）

♥

♥

  

地    

区       　

氏                            

名

西
条
一
区　

中
野　

猛
久
◎
服
部
し
の
ぶ

清
水
新
居　

千
野　

桂
史
◎
上
野
小
百
美

　明治22年の市政、町村制の施行以来、本県でも数々の市
町村合併が行われてきました。
　現在も市町村合併に関する論議が盛んに行われ、平成 15
年春には南部と富沢両町、また中巨摩郡西部 6町村が合併し、
新たに「南部町」「南アルプス市」が誕生します。
　展示では、本県の市町村合併の現状や歴史などを紹介します。
　私たちの暮らしに大きく関わる、市町村合併について考え
てみませんか。

　2月 18日（火）～ 4月 6日（日）
　県立図書館 1階ロビー
県立図書館（☎226-2586　FAX226-2528）

　自動車は、私たちの仕事や生活の足として大変便利であり、
その数は年々増加しています。
　しかし、自動車は大気汚染の大きな原因であり、大気中の
窒素酸化物の 77％、浮遊粒子状物質の 35％は、自動車から
排出されています。
　また、二酸化炭素の排出により、地球温暖化など環境に大
きな影響を与えています。
　なお、低公害車の購入には、自動車税の軽減や中小企業者
対象の低利融資制度などの優遇制度があります。

　県大気水質保全課（☎ 223-1510　FAX223-1512）

　3月 2日（日）　午後 1時～ 3時 30分
　　　　（雨天の場合は中止）

　緑ヶ丘スポーツ公園　自由広場（甲府市緑ヶ丘二丁目）
　①消防フェスティバル　オープニングセレモニー

　　　　②火災写真の展示
　　　　③消防車両の展示
　　　　④起震車による震度体験
　　　　⑤救急法講習会
　　　　⑥模擬消火装置による消火競争
　　　　⑦防火衣試着コーナー
　　　　⑧消防なんでも相談

　甲府地区消防本部防災救急課防災広報係
　　　　（☎ 222-1190　内線 261）

　清里の夜空を彩る星たちを眺め、その神秘的な美しさやロ
マンの世界を楽しんでみませんか。プラネタリュウムでの学
習、望遠鏡などによる観測もあります。

　3月 1日（土）　午後 6時 30分～ 8時 30分
　県立八ヶ岳少年自然の家（高根町）
　星空に興味のある方ならどなたでも可
　40人
　無料
　電話で申込み《2月13日（木）午前9時から受付開始》

　　　　定員になり次第締め切らせていただきます。
　県立八ヶ岳少年自然の家（北巨摩郡高根町清里3545）

　　　　（☎ 0551-48-2306　FAX0551-48-2307）
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件　数 負傷 死者

物損 65件
（－ 3）
人身 29件
（＋ 1）

38人

（－ 5）

0人

（± 0）

（　）内は、前月比
（西条・押原駐在所調べ）

　平成 14 年度山梨大学医学会主催公開シンポジウム、及び
公開講演会を開催いたします。学外の方々も奮ってご参加く
ださいますようご案内申し上げます。

　『糖尿病　最近の進歩』
　　◆糖尿病の予防と治療のトピックス
　　　　山梨大学医学部第三内科学　　小林　哲郎　教授
　　◆山梨県における生活習慣病　最近の傾向
　　　　山梨大学医学部保健学Ⅱ　　　水谷　隆史　助手
　　◆糖尿病と血小板機能
　　　　山梨大学医学部臨床検査医学　尾崎由基男　教授

　『膵β細胞の再生医学』
　　講師　宮崎　純一　先生
　　（大阪大学大学院医学研究科　未来医療開発専攻　分子治療学講座）

　2月 28日（金）　午後 2時 30分～
　山梨大学臨床講堂大講義室（入場無料）
　山梨大学医学部薬理学教室内山梨大学医学会事務局

　　　　（中巨摩郡玉穂町下河東 1110 番地　☎ 273-9503）

「気をつけて」
　  朝の一言　忘れずに

　第 9回アレルギー週間山梨地区イベント
　　　　公開講座『アレルギーを考えよう 2003』

　3月 1日（土）　午後 2時～ 4時
　山梨大学医学部（玉穂キャンパス）臨床講堂　大講堂
　それぞれの領域におけるアレルギーの専門の先生が、

　　　　一般の方を対象にしたわかりやすい講義を行います。
　　　　その後、会場からの質問にもお答えします。参加は
　　　　無料、事前の申込みも必要ありません。講演予定内
　　　　容は「気管支喘息について」「眼科領域のアレルギー
　　　　疾患」「小児気管支喘息について」「花粉症について」
　　　　「アトピー性皮膚炎について」です。

　山梨大学医学部耳鼻咽喉科学教室
　　　　（☎ 273-6769　FAX273-9670）

　県では、新規学卒予定者などを対象に、学生の県内就職と
県内企業の人材確保を支援するため『2004 ふるさと山梨　
合同就職面接会』を開催します。

　4月 25日（金）　午後 1時～
　　　　　　　甲府富士屋ホテル（甲府市）

5月 30日（金）　午後 1時～
　　　　　　　中野サンプラザ（東京都）

　大学・短大・専修学校生で平成 16年 3月に卒業
　　　　　　予定の方、または平成 15年 3月で卒業の未就職
　　　　　　の方

　・県内に本社・支社・事業所がある企業との面接会
　　　　　　　（フリーガイダンス）
　　　　　　・「県内求人一覧表」の無料配布
　　　　　　・パソコンによる職業適性診断
　　　　　　・職業相談コーナーや就職に関する情報提供

　無料
　不要（参加企業は、事前の申込みが必要です。）
　県労政雇用課（☎ 223-1562　FAX223-1564）

　町が医療機関などに支
払った 11 月分の医療費は、
約4,245万 4千円です。（前
年同月比3.4%の減）病気の
予防は、早期発見、早期治

療が大切です。
むやみな転医
はつつしみ、医
療費を大切に
使いましょう。

◆定期預金等についてはこれまで同様、元本 1,000 万円まで
　とその利息等が保護されます。それを超える部分は、破た
　ん金融機関の財産の状況に応じて支払われます。（一部カッ
　トされることがあります。）
◆平成 17年 4月以降は、当座預金等の利息のつかない預金
　が全額保護されることになります。
◆預金保険制度、農漁協系統貯金保険制度ともに同様の取り
扱いがなされます。
◆詳しくは、預金保険機構（☎ 03-3212-6029）、関東財務
　局（☎ 048-600-1146）または金融機関の窓口に問合せく
　ださい。

　毎回好評のアクアビクス教室、外は寒くても室内プールの
温度は 30℃、水温は 29℃であったかです。泳げなくても、
高齢者の人でも無理なく運動できます。初心者の人大歓迎で
す。

　【午前の部】
　　　　　2 月 12・19・26 日、3 月 5・12・19・26 日の
　　　　　水曜日計 7回　午前 10時～ 11時
　　　　【夜間の部】
　　　　　2月 15・22日、3月 1・8・15・22・29日の
　　　　　土曜日計 7回　午後 7時～ 8時

　昭和町温水プール
　町内在住者・在勤者
　勝　清美　先生
　30人
　無料（ただし施設利用回数券が必要です。）

　　　　＊回数券（大人用 12 枚つづり、3,000 円）はプー
　　　　ルのフロントで販売します。

　水着、スイミングキャップ、タオル
　2月 7日（金）　午前 10時～

　　　　＊電話での受付いたします。
　町立温水プール（☎ 275-9811）
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2003
年
2
月
号

自然保護のため『広報しょうわ』は再生紙を使用しています。

んなの広場

んなの健康 　

☎

男

女

計

世帯数

8,146 人（＋ 23）

7,782 人（＋   9）

15,928 人（＋ 32）

6,084 戸（＋ 15）
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